
ア
メ
リ
カ
出
身
の
牧
羊

家
で
、
明
治
政
府
に
殖
産

興
業
政
策
の
た
め
に
雇
用

さ
れ
た
。
明
治
５
年
に
岩

倉
遣
米
欧
使
節
一
行
が
ア

メ
リ
カ
を
訪
問
し
た
時
に
、

来
日
の
交
渉
を
持
ち
、
使

節
の
帰
国
と
と
も
に
来
日

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
８
年
三
里
塚
に
創

設
さ
れ
た
下
総
牧
羊
場
の

綿
羊
飼
育
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
ま
た
積
極
的
な
経
営
と
そ
の

知
識
を
も
っ
て
、日
本
の
近
代
綿
羊
業
の
基
礎
を
つ
く
り
上
げ
た
。

名
前
を
如
温
士

ジ
ョ
オ
ン
ズ

、
如
温
寿

ジ
ョ
オ
ン
ズ

と
漢
字
に
当
て
は
め
る
ほ
ど
の
親
日

家
で
あ
っ
た
。
ま
た
成
田
山
の
当
時
の
住
職
で
あ
る
原
口
照
輪
と

親
し
く
、
外

国
人
と
し
て

初
め
て
の
ア

メ
リ
カ
製
の

じ
ゅ
う
た
ん

を
奉
納
し
て

い
る
。
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佐
倉
市
小
竹

お
だ
け

に
生
ま
れ

る
。
７
歳
で
栄
町
須
賀

す

か

の
宝

寿
院
に
預
け
ら
れ
た
。
成
田

中
学
校
（
現
成
田
高
校
）
へ

入
学
、
須
賀
か
ら
片
道
15
キ

ロ
の
道
の
り
を
徒
歩
で
通
っ

た
。
17
歳
で
三
好
家
の
養
子

と
な
る
。
中
学
卒
業
後
、
国
学
院
大
学
へ
入
学
。
大
学
卒
業
後
さ

ら
に
豊
山
大
学
（
現
大
正
大
学
）
で
２
年
間
修
行
を
積
み
、
酒
々

井
町
の
大
仏
頂
寺
の
住
職
と
な
る
。
大
正
12
年
、
宗
吾
霊
堂
の
住

職
田
中
照
心
が
死
去
し
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
37
歳
で
住
職
と
な

っ
た
。

昭
和
初
期
の
不
況
の
中
、
貧
し
さ
ゆ
え
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
に

病
人
が
亡
く
な
る
こ
と
に
心
を
痛
め
た
照
嘉
は
、「
公
津
医
療
助

産
組
合
」
の
設
立
に
奔
走
。
昭
和
７
年
、
医
療
互
助
事
業
が
開
始

さ
れ
た
。
同
13

年
、
国
民
健
康

保
険
法
が
成
立

し
た
が
、
そ
の

モ
デ
ル
と
な
っ

た
の
は
同
組
合

で
あ
っ
た
。

三
好
照
嘉
（
み
よ
し
　
し
ょ
う
か
）

明
治
19
年
〜
昭
和
37
年
（
１
８
８
６
〜
１
９
６
２
）

宗
吾
霊
堂
（
東
勝
寺
）
住
職

公
津
医
療
助
産
組
合
を
つ
く
る

東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
22
歳
の

と
き
、
下
福
田
村
の
飯
田
四
郎

兵
衛
家
に
入
婿
し
た
。
明
治

10
年
に
宣
教
師
の
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ラ
イ
ト
か
ら
洗
礼
を
受

け
た
栄
次
郎
は
、
夜
学
塾
を
設
け

て
漢
文
や
歴
史
を
教
授
す
る
と
と
も
に
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
道
を
行
っ
た
が
、
当
時
な
か
な
か
人
々
に
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
熱
心
な
伝
導
に
よ
り
、
次
第
に
信
者
が
集
ま
り
、
同

20
年
９
月
８
日
、
自
宅
の
隠
居
部
屋
を
仮
会
堂
に
し
て
、
日
本
聖

公
会
福
田
教
会
（
県
下
最
古
の
キ
リ
ス
ト
教
会
）
が
発
足
し
た
。

受
洗
者
は
36
人
だ
っ
た
。
同
30
年
に
は
信
徒
数
１
１
３
人
と
大
教

会
に
な
っ
た
。
そ
の
後
松
崎
に
も
教
会
が
設
立
さ
れ
、
県
内
に
も

伝
道
の
道
が
開
か
れ
る
な
ど
、
キ
リ

ス
ト
教
伝
道
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
た
。

成
田
に
初
め
て
の

キ
リ
ス
ト
教
会
を
つ
く
る

ア
ッ
プ･
ジ
ョ
ー
ン
ズ

天
保
２
年
〜
？
（
１
８
３
１
〜
？
）

明
治
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
外
国
人

下
総
牧
羊
場
を
経
営
す
る

御
料
牧
場
ゆ
か
り
の
人

飯
田
栄
次
郎
（
い
い
だ
　
え
い
じ
ろ
う
）

嘉
永
４
年
〜
大
正
13
年
（
１
８
５
１
〜
１
９
２
４
）

宗吾医療助産組合趣意書
（昭和9年）

勝
海
舟
が
書
い
た
新
約
聖
書
の
一
節

明治10年原口照輪に贈った書

大正8年の聖公会福田教会

下総御料牧場の羊の放牧

宗
教
界
で
活
躍
し
た
人

宗
教
界
で
活
躍
し
た
人
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山
口
県
大
井
村
に
生
ま
れ

る
。
明
治
12
年
勧
農
局
に
入

り
、
下
総
種
畜
場
の
勤
務
と

な
る
。
同
21
年
第
５
代
目
の

御
料
牧
場
長
と
な
り
、
大
正

11
年
ま
で
の
37
年
間
、
日
本

の
官
民
両
面
に
お
け
る
畜
産
、
特
に
産
馬
事
業
の
発
展
に
貢
献
し

た
。
こ
の
間
欧
州
出
張
の
際
に
ド
イ
ツ
語
が
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
伊
藤
博
文
を
助
け
、
明
治
憲
法
制
定
に
一
役
を
担
っ
た
。

ま
た
、
三
里
塚
の
地
域
開
発
に
尽
力
し
、
千
葉
県
営
鉄
道
敷
地

に
20
町
歩
に
及
ぶ
用
地
の
無
償
貸
付
け
に
協
力
し
た
。
そ
し
て
新

山
荘
輔
場
長
奨
学
金
制
度
を
設
立
し
、
地
域
の
児
童
の
た
め
毎
年

賞
を
授
け
る
こ
と
を
昭
和
20
年
ま
で
続
け
た
。
大
正
13
年
に
は
、

三
里
塚
公
園
内
に
銅
像
が
建
て
ら
れ
た
が
、
戦
争
中
に
供
出
さ

れ
、
現
在
は
台
座
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

下
総
御
料
牧
場
長
と
し
て

日
本
の
畜
産
と
三
里
塚
の
開
発
に
貢
献

成
田
市
寺
台
に
生

ま
れ
る
。
東
京
専
門

学
校
（
現
早
稲
田
大

学
）
を
卒
業
す
る
。

明
治
32
年
、
近
衛

篤
麿
・
犬
養
毅
・
大

隈
重
信
ら
と
上
海
に

東
亜
同
文
書
院
を
開
設
し
、
日
中
両
国
の
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ

た
。そ

の
後
、
康
有
為

カ
ン
ユ
ウ
エ
イ

ら
の
政
治
活
動

を
助
け
、
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
独
立
の

志
士
潘
是
漢

ホ
ア
ン
・
ボ
イ
チ
ャ
ウら
を
援
助
す
る
な
ど
、

東
南
ア
ジ
ア
民
族
の
独
立
に
尽
力
し

た
。
明
治
45
年
千
葉
県
よ
り
衆
議
院

議
員
選
挙
に
立
候
補
、
４
期
務
め
、

日
中
関
係
を
中
心
と
す
る
経
済
問
題

な
ど
で
活
躍
を
し
た
。

ま
た
、
東
京
の
目
白
中
学
校
を
設

立
す
る
な
ど
、
学
校
経
営
に
も
手
腕

を
発
揮
し
た
。
妻
の
安
喜
子
は
、
大

日
本
婦
人
会
成
田
支
部
長
・
成
田
市

婦
人
会
長
と
し
て
活
躍
し
た
。

日
中
親
善
と
東
南
ア
ジ
ア
民
族
の

自
主
独
立
に
生
涯
を
か
け
た
政
治
家

政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
人

成
田
市
田
町
に
生
ま
れ
る
。

生
家
は
門
前
の
東
屋
。
幼
名

を
富
五
郎
と
い
い
、
後
に
金
太

郎
と
改
め
た
。
土
室
の
北
総
英
漢
義

塾
に
学
び
、
義
塾
が
成
田
に
移
り
成
田
英
漢
義
塾
と
な
る
と
、
第

一
回
の
卒
業
生
と
な
っ
た
。
ま
た
、
石
川
照
勤
に
尋
常
中
学
校
設

置
の
必
要
性
を
説
き
、
成
田
中
学
校
（
県
下
で
二
番
目
の
中
学

校
・
現
成
田
高
校
）
設
立
に
尽
く
し
た
。

昭
和
13
年
か
ら
21
年
ま
で
、
成
田
町
長
と
し
て
町
政
に
携
わ
っ

た
。
同
13
年
の
成
田
山
開
基
一
千
年
祭
に
は
、
自
ら
「
新
勝
寺
と

成
田
の
た
め
に
物
乞
い
を
す
る
の
は
恥
で
は
な
い
」
と
連
日
東
京

中
を
歩
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
興
亜
道
路
の
建
設
事
業
（
正
月
の

門
前
の
交
通
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
田
町
│
現
在
の
市
役
所
下

│
京
成
駅
前
に
出
る
迂
回
道
路
の
こ
と
）
に
手
腕
を
発
揮
し
た
。

三
橋
金
太
郎
（
み
つ
は
し
　
き
ん
た
ろ
う
）

明
治
３
年
〜
昭
和
21
年
（
１
８
７
０
〜
１
９
４
６
）

成
田
町
長
　
成
田
の
将
来
を
考
え
た

生
粋
の
成
田
人

新
山
荘
輔
（
に
い
や
ま
　
そ
う
す
け
）

安
政
３
年
〜
昭
和
５
年
（
１
８
５
６
〜
１
９
３
０
）

柏
原
文
太
郎
（
か
し
わ
ば
ら
　
ぶ
ん
た
ろ
う
）

明
治
２
年
〜
昭
和
11
年
（
１
８
６
９
〜
１
９
３
６
）

新山牧場長銅像の除幕式

馬上の新山荘輔

康有為からの書状

空前の盛況だった開基一千年祭

御
料
牧
場
ゆ
か
り
の
人

政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
人


